
巷穴十λ串き事..-噌競

手予習聾日ー→ 1"1ニ:".&f主三三来日日百

論

輪
車

損
待
勘
定
に
闘
す
る
一
考
察
・

法
人
重
複
課
栂
立
法
の
分
椋

利
潤
成
立
の
機
構
-
-

枇
曾
黛
の
農
民
獲
得
運
動

長
崎
貿
易
持
銅
山
一
銀
山
支
那
輸
出
投
・

-
出
品
博
士

-
法
田
明
博
士

文

革

博

士

-
法
学
博
・
1

文
則
明
博
士

抱
肌

重
農
四
月
子
汲
の
純
牧
入
論

-

E

F

目
・
・
法
事
士

雄
惜

売
錦
岬
叩

FZ-PH
誌
の
批
評
に
脂
ふ

徳
川
崎
伐
の
漁
民
雌
動

統
育
倫
敦
耐
資
本
市
場
の
争
制

営
業
収
盆
税
の
攻
正
法
案

辻
山

商
工
曾
議
所
法
椀
行
A
7

A 
マ

制
持
品
博
士

組
抽
問
串
士

ヨ
組
済
事

1

制
前
期
博
士

矢何J高岬上

野Hl田戸野

仁嗣保正道

一耳目 局雄輔

山
口
正
太
郎

小
鳥
昌
太
郎

黒

正

巌

松

本

佳

一

二

沙
見
コ
一
郎

ー----'< 

'.  .ィ



輩

枇
骨
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白
農
民
獲
得
運
動

諭

第
二
十
六
巻
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第

掛
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d
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枇

曾

黛

の

農

民

獲

得

運

動

(
二
・
完
)

田

自司

夏目

河

国
際
般
労
働
協
舎
の
農
政
見
地

(
其
二
)

前
仁
述
べ
た
プ
uJ
ユ
ッ
セ

W

大
曾
に
於
け
る
農
政
問
題
に
閲
す
る
決
議
は
、
岡
際
勢
働
協
舎
の
態
度
を
明
か
に

し
た
も
の
で
ゐ
っ
た
が
‘
そ
の
決
議
は
帥
労
働
者
中
的
或
一
振
の
者
ご
市
民
的
な
る
枇
曾
民
主
主
識
者
芭
の
心
を
失

ふ
結
果
ご
な
り
・
此
等
の
人
々
正
岡
際
労
働
協
曾
一
誠

ω人
々
ご
の
聞
に
は
、
大
量
な
油
が
出
来
る
ニ
ビ
仁
な
つ

た
。
然
る
じ
次
で
催
さ
れ
た
〆

1
ぜ

w
大
曾
に
於

τは
廷
に
明
白
に
協
曾
振
の
態
度
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
明
か
に

共
産
主
義
の
主
張

rご
見
ら
れ
る
外
は
な
か
っ
た
銭
に
、
抜
に
愈
々
雨
減
聞
の
決
裂
は
縫
ひ
合
す
こ
Z
の
出
来
な

い
も
の

Z
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ご
は
い
ふ
も
の
、
7

F

ク
旦
主
義
の
人
迭
は
、
決
し
て
農
民
を
獲
得
す
る
こ
ご
の
必
要
を
戚
じ
な
か
っ
た
わ
り

で
は
な
か
っ
た
。
特
に

9
1
プ
ク
ヰ
ヒ
ト
の
如
き
は
、
こ
の
貼
に
闘
し
て
は
確
信
を
有
っ
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
。

彼
は
革
命
を
行
ふ
矯
め
に
農
民
を
必
要
ご
す
る
ご
は
考
へ
な
か
っ
た
が
、
然
L
若
し
農
民
が
之
れ
に
反
劃
し
て
居

，・..・・



て
は
革
命
を
支
持
す
る
こ
さ
は
出
来
難
い
も
の
だ
E
考
へ
て
居
た
ピ
の
こ
ご
で
ゐ
る
。

バ

1
ぜ
戸
集
曾
後

4
1
べ
F

も
亦
北
(
の
農
政
意
見
を
会
に
す
る
こ
己
に
な
っ
た
が
、
伎
の
見
る
所
も
勿
論
マ
ル

タ
旦
主
義
的
見
地
に
立
脚
L
た
も
の
で
あ
っ
て
、
小
農
業
の
一
波
落
を
信
じ
た
。
郎
も
調
泡
特
に
中
部
及
尚
部
仁
於

け
る
小
農
地
は
、
分
割
相
鋭
の
結
果

E
L
て
段
々
に
小
古
〈
な
h
、
其
等

ω小
農
地
は
何
物
よ
ち
も
先
ブ
最
も
肥

料
に
侠
乏

L
て
居
る
。
家
畜
を
飼
っ

τ肥
料
を
得
ん
が
潟
に
は
農
地
が
狭
〈
て
困
る

L
、
肥
料
を
買
は
ん
に
は
金

が
な
し
、
其
営
然
の
結
山
本
は
牧
穫
の
減
少
で
あ
る
ご
見
た
。
新
〈

τ小
農
民
は
副
業
ご
し
て
家
内
工
業
仁
従
は
な

け
れ
ば
な
ら
凶
が
、
そ
れ
は
永

ν聞
に
は
農
業
ピ
両
立

L
得
さ
る
に
一
主
b
、
家
に
農
民
は
純
粋
な
工
業
融
労
働
者
に

化
し

τし
ま
う
。
そ
し
て
彼
れ
の
所
有
地
は
資
本
主
の
買
取
る
所
正
な
り
、
資
本
主
は
こ
れ
を
大
農
業
の
下
仁
経

晶
画
す
る
こ
ど
、
な
る
ご
漣
べ

τ居
る
の
で
あ
る
。

向
又
そ
の
排
出
ぷ
る
所
に
依
れ
ば
、
貧
窮
な
小
農
民
は
段
々
に
じ
滅

L
て
共
代
位
に
は
従
来
の
中
農
民
が
立
つ
一
こ

Z
に
な
る
が
、
此
等

ω人
々
は
機
械
を
周
ゐ
る
こ
ご
も
出
来
な
け
れ
ば
、
改
a

艮
せ
ら
れ
た
施
肥

ω設
備
も
有
た
な

h
u
o

ぞ
れ
を
L
ゃ
う
ご
す
れ
ば
金
を
佑
ら
ね
ば
な
ら
ナ
・
借
金
を
負
ふ

τ居
て
一
朝
不
幸
仁
曾
L
た
り
、
借
金
を

取
立
7
・
ら
れ
た
h
凶
作
に
遡
っ
た
・
り
す
れ
ば
‘
忽
も
じ

Lτ
拘
低
落

L
τ
Lま
う
。
其
宅
地
す
ら
も
資
本
的
大
地
主

の
有
に
舗

L
て
L
ま
う
。

斯
か
る
帥
臥
態
eg救
ふ
べ
き
進
言
し
て
は
、

た
h
v

国
有
地
や
世
襲
傾
や
寺
院
傾
な
ど
の
上
に
大
き
な
生
産
組
令
を

論

議

第
二
十
大
巷

武

士

jL 

第

掠

可
抗
官
誌
の
盛
氏
鈍
符
型
動
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論

議

批
曾
識
。
農
民
獲
得
運
動

第
二
十
六
告

九

第

蛾

大
入

組
織
す
る
外
は
な
い
1

0

叉
岡
家
は
法
律
を
以
て
小
農
地
を
合
併
し
そ
れ
を
共
同
的
仁
使
用
抑
制
倍
す
る
道
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
前
。
大
地
主
等
は
、
此
規
定

ω給
処
ご

L
て
必
要
な
る
勢
働
カ
を
得
る
道
が
な
〈
な

b
自
然
的
に
其

所
有
地
を
ば
共
同
的
な
る
使
用
の
縛
に
岡
家
に
提
供
す
る
会
除
儀
な
〈
せ
ら
れ
る
か
、
然
ら
ず
れ
ば
国
家
は
こ
れ

を
徴
牧
し
て
し
ま
は
な
げ
れ
ば
な
ら
向
ご
べ

1
4
w
は
主
開
慨
す
る
の
で
あ
る
刊

地
に
」
っ
て
翻
れ
ば
、
従
来
枇
曾
主
義
者
は
先
づ
多
〈
は
大
農
地
の
徴
牧
舎
説
い
て
居
た
の
に
反
し
て
・

4

P

は
小
農
業
が
最
も
時
代
後
れ
の
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
こ
れ
を
取
除
(
こ
E
に
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
見

τ居

た
ゃ
う
で
ゐ
る
o

そ
し
て
彼
れ
の
見
地
は
、

一
入
七

0
年
代
に
在
つ
て
は
勢
働
者
闘
機
ゆ
人
々
の
多
数
者
の
頭
を

支
配
し
た
ゃ
う
で
ゐ
っ
て
、
農
民
獲
得
の
潟
に
多
〈
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
さ
な
f
、
労
働
識
は
工
業
労
働
者

ω

園
櫨
た
る
を
以
て
満
足
し
て
居
た
。

一
人
七

O
年
に
は
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
A

-
阪

ω枇
曾
民
主
黛
は
ス
ツ
y

ト
ガ
U
F

ト
に
協
議
曾
を
似
し
た
が
、
其
折
ペ

1

イ
ル
は
報
告
者
ご
し
て
の
任
に
蛍
h
、
右
に
一
市
す
所

ω彼
ω意
見
を
隙
ぺ
た
。
そ
し
て
彼
は
農
業
勢
働
者
を
枇
曾

謀
叫
陳
凪
宮
内
に
引
入
れ
る
必
要
ゐ
h
t
錯
し
、
共
目
的
を
越
す
る
最
も
容
易
な
る
道
は
彼
等
に
例
人
的
な
る
利
盆

を
供
奥
す
る
こ
ご
に
在
h
ご
し
た
。
卸
ち
自
作
農
民
は
困
民
裳
が
味
方
に
取
ら
ん
ご
努
め
て
居
る
が
、
一
枇
曾
業
苫

し
て
は
農
業
勢
働
者
を
獲
得
す
る
ニ
ご
に
努
め
な
り
れ
ば
な
ら
ね
江
主
張
L
わ
い
の
で
あ
る
o

協
議
曾
は
ペ

1
4
ル
の
提
議
に
基
い
て
左
の
如
き
意
味
の
決
議
を
じ
た
。
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生
産
上
の
要
求
ご
農
率
上
の
法
則
の
遁
用
ご
は
農
業
に
就
い
て
大
経
替
を
必
要
ご

L
、
叉
現
代

ω工
業
仁
於
け

る
ご
同
総
仁
機
械

ω使
用
吉
農
業
労
働
者
の
組
成
ご
を
必
要

t
L、
夏
に
は
叉
一
般
的
に
現
代
的
経
済
的
畿
展

は
農
業
上
大
都
替
に
向
っ
て
準
み
行
く
も

ωな
る
を
考
慮
L

右
の
事
情
仁
従
て
農
業
に
在
っ
て
も
大
工
業
に
於
け
る
が
如
〈
小
及
中
所
有
者
が
漸
突
に
大
所
有
者

ω錫
に
歴

倒
せ
ら
れ
る
勢
ゐ
り
、
農
業
人
日
中

ω大
多
数
者

ω貧
窮
ご
従
脱
闘
係
正
は
・
少
数
者
り
利
盆

ω翁
に
、
常
に

府
加

L
て
止
ま
す
、
然
か
も
そ
れ
は
人
道
ピ
正
義
正
的
法
則
に
反
す
る
も
の
な
る
を
考
慮
L

土
地

ω
生
産
的
性
質

μ
元
来
何
等

ω勢
倒
を
嬰
L
な
い
に
拘
ら
す
、

あ
ら
ゆ
る
生
産
物
ご
あ
ら
ゆ
る
有
用
物
の

原
料
を
成
す
も
の
な
る
を
考
慮
し

協
議
品
目
は
左
の
見
解
を
表
明
す
る
h
の
で
あ
る

現
代
枇
曾
の
経
械
的
進
化
は
次

ω
こ
ど
を
一
耽
曾
的
必
要
事
ご
な
す
で
あ
ら
う
。
帥
ち
農
地
を
枇
曾
的
所
有
に
移

L
・
土
地
は
こ
れ
を
科
準
的
方
法
に
於
て
使
用
し
勢
働
の
牧
盆
を
ば
契
約
的
に
規
定
し
た
る
所
に
従
て
組
A
員

の
問
に
分
配
す
る
所

ω農
業
組
合
に
岡
山
部
よ
h
し
て
貸
奥
へ
る
こ
Z
こ
れ
で
あ
る
。

土
地
の
令
理
的
に
し
て
科
M

学
的
な
る
使
用
を
可
能
な
ら
し
む
る
潟
に
図
家
は
趨
嘗
な
る
数
育
設
備
を
矯
す
・
』
正

に
依
h
、
必
要
な
る
知
識
e

伊
農
業
に
従
事
す
る
人
々
の
聞
に
普
及
せ
し
む
る
義
務
ゐ
る
も
の
ご
す
る
酬

五々
前

強

，、
j， 

一
位
合
棋
の
農
民
投
特
誕
動

体
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議

論

融
合
骨
臓
の
良
民
磁
得
運
動

第
二
十
六
巷

九
回

第

税

セ
O 

こ
の
決
議
は
其
前
宇
に
於
て
は
裳
り
プ
リ
ユ
ッ
セ

w
大
曾
の
決
議
t
殆
ん

X
同
一
で
あ
る
が
、
後
竿
に
於

τ現

存
の
国
家
に
謝
し
て
要
求
す
る
所

ωゐ
っ
た
貼
が
特
色
を
錯
す
も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

A

ヅ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
大
曾
に
つ
い
で
は
一
八
七
五
年
に
閃
か
れ
た
ず

1
タ
大
曾
が
著
明
な
も
の
で
あ
る
が
、

の
大
品
目
に
於
て

9
1プ
ヂ
不
ピ
ト
及
ぺ

1
ぺ
uw
一一以

ω所
調
ア
イ
ザ
ナ
ッ
』
黛
ご
う
J
f
l
u
F
及
其
後
継
者
た
品
V

ユ
7

4
ツ
ア

1
一
一
阪
の
枇
曾
議
ご
は
合
同

L
τ
Lま
っ
た
。
そ
し
て
共
大
曾
の
決
議
に
於
て
は
、
耐
曾
問
題
全
解

決
す
る
る
錫
め
仁
、
雌
労
働
者

ω民
主
的
な
る
統
御

ω下
に
、
国
家
の
補
助
を
受
〈
己
批
曾
主
義
的
な
生
産
組
合
を

組
織
す
べ

L
Z
要
求
せ
ら
れ
、
そ
の
生
産
組
合
は
工
業
正
農
業
ご
に
封

L
τ
、
其
中
か
ら
全
労
働
り
枇
合
主
義
的

な
る
組
織
が
後
生
L
得
べ
き
に
け
の
規
模
に
於
て
造
り
上
げ
ら
る
べ
き
も
の
正
せ
ら
れ
た
。

四

調
逸
枇
命
H

主
義
運
動
皆
展
期
の
農
政
見
地

一
入
七
八
年
に
布
か
れ
た
る
枇
曾
主
義
鋭
厩
A
T
(

印
。
岳
-zZHM問
2
2
N
)
は
、
澗
泡

ω枇
曾
主
義
運
動
に
射
し
て
は

十
二
年
間
的
久
し
き
じ
捗
っ
て
大
い
な
る
陣
配
慨
を
錯
し
た
。
然
し
そ
れ
は
一
入
九

O
年
に
厳
止
さ
れ
る
こ
正
に
な

っ
た
も

ωに
か
ら
、
刷
曾
主
義
運
動
は
再
び
大
い
に
活
気
を
塁
し
、
同
年
二
月
二
十
日
に
行
は
れ
た
る
帝
国
議
曾

の
抽
抽
選
禁
に
は
枇
曾
黛

ω票
数
百
四
十
伶
市
内
ご
註
せ
ら
れ
、
鎮
川
腔
A

ザ
一
公
布
以
前
に
此
し
正
に
三
倍
に
増
加
し
、
枇

曾
民
主
窯
は
議
曾
に
於
け
る
最
有
力

ω黛
一
蹴
ご
な
っ

τし
ま
っ
た
。

、市

拙著『此合間閤健軍』第三豊五九頁
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け
れ

rGも
其
議
員

ω大
部
分
は
工
業
銀
産
者
た
る
に
外
な
ら
守
、
農
民
に
し
て
黛
員
た
る
も
の
は
少
款
の
農
業

労
働
者
に
過
ぎ
な
い
ー
で
、
自
作
農
民
等
は
殆
ん
ど
皆
無
に
近
か
っ
た
。
此
事
は
枇
曾
民
主
黛
内
部
に
於
て
も
大
い

な
る
快
陥
正
考
へ
ら
れ
吉
る
を
得
な
か
っ
た
o

削
も
同
年
ρ

ル
レ
に
閃
か
れ
た
る
協
議
曾
に
於
て
は
、

一
代
表
者

は
此
貼
を
痛
一
収
し
『
異
質

ω意
味
に
於
げ
る
枇
曾
民
主
祭
的
な
自
作
農
民
は
一
人
も
唐
な
い
ニ
子
炉
-
告
白
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
o
従
来
吾
々
の
運
勤
は
比
の
方
面
に
於
て
は
殆
ん
ど
何
等
の
牧
穫
を
伴
っ
て
居
な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
一
つ
仁
は
極
端
糾
上
の
事
情
に
困
る
が
、

一
う
じ
は
叉
今
日
に
至
る
ま
で
吾
々
が
其
方
面
の
運
動
を
す
る
に

つ
い

t
必
要
ご
す
る
規
定
を
ば
吾
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
有
た
な
か
っ
た
こ
芭
に
鯖
因
す
る
』
古
い
ふ
意
味
の
こ

子
炉
』
遁
べ
た
や
う
な
次
第
で
ゐ
る
。
そ
し
て
英
人
は
、
た
い
口
先
ば

h
r
h
の
議
論
を
以
て
農
民
を
獲
ん
ど
す
る
こ

ご
な
く
、
賀
行
を
以

τも
亦
農
民
を
援
助
す
る
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
聞
も
従
属
的
な
る
農
民
の
境
過
を
立
法
に

依
る
質
際
的
行
動
を
以
て
何
程
か
で
も
和
ら
げ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
肉
ご
主
張
し
た
印

こ
の
主
張
に
謝
し
て
は
多
〈
の
共
鳴
者
が
あ
っ
た
が
、
或
者
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
欠
陥
が
あ
る
ご
い
ふ
よ
b

も
、
運
動
の
行
は
れ
る
に
つ
い
て
共
指
針
ご
な
る
べ
き
文
献
の
繰
げ
て
居
る
こ
ご
が
、
大
い
な
る
快
陥

r
z指
摘

し
た
。
こ
の
駄
に
つ
い
て
は
頗
る
同
戚
者
が
多
〈
て
、
宣
傍
ピ
ラ
や
定
期
刊
行
物
や
・
ρ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
供
給
の
行

匁

は
れ
ん
こ
ご
の
必
要
が
痛
設
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
ご
も
か
〈
一
枇
曾
主
義
銀
座
A
T
の
撤
廃
以
後
は

農
村
に
劃
す
る
賓
際
的
宣
傍
運
動
が
俄
か
に
活
気
づ
い
て
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
何
ご
な
〈
一
陽
来
慌
の
翻
が

諭

議

批
曾
端
由
農
民
獲
得
運
動

第
二
十
六
巻

ブL
豆

第

抗

七
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論

韓

一
位
曾
識
の
鹿
島
獲
得
運
動

第
二
十
六
巻

1 
占，、

第

観

七

あ
っ
た
。

一
八
九
一
年
仁
は
有
名
な
る
エ
ル
フ
W

ト
の
大
曾
が
催
さ
れ
た
が
、
営
時
マ
W
キ

V

A

b

の
勢
力
は
甚
H
h
怖
で

あ
っ
て
、
其
際
蛍
表
せ
ら
れ
た
る
プ
V

グ
ラ
ム
は
貨
に
T

Y

F

λ

主
義
の
紳
髄
に
鯛
れ
た
る
も
の
で
ゐ
つ
.
た
。
そ

L
て
某
れ
は
困
よ
り
獅
b
農
業
に
闘
す
る
刊
の
で
は
な
〈
、
庚
〈
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
安
蛍
す
ぺ
き
一
般
的
な
も
の

で
あ
っ
た
o
英
大
要
は
突
の
ゃ
う
で
ゐ
品
阻

市
民
的
枇
曾

ω経
済
的
畿
展
は
、
勢
働
者
が
其
生
産
用
具
を
所
有
す
る
こ
ご
を
以
て
基
礎
ご
す
る
所
の
小
経
営

の
淡
務
を
必
然
的
に
柑
別
家
す
る
も
の
で
あ
る
o

其
発
展
は
帥
労
働
者
を
生
産
用
具
か
ら
分
離
し
い
扶
庫
者
に
品
硬
化
せ

し
め
る
o

芙
間
生
車
内
用
具
は
資
本
主
正
大
地
主
ご
の
比
較
的
少
数
な
る
人
々
の
濁
占
仁
師
L
て
し
ま
う
。

こ
の
生
産
用
具
の
凋
占
化

t
相
並
ん
で
豆
大
な
る
大
経
笹
に
依
る
伶
散
せ
る
小
経
替
の
廊
迫
が
行
は
れ
、
回
耐
具

は
機
械
に
進
化
し
、
人
間
僻
労
働
の
生
産
力
の
著
大
な
る
進
歩
が
行
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
此
硬
化
に
件
ム
あ
ら
ゆ

る
利
盆
は
資
本
主
正
大
地
主
ご
に
依
て
濁
占
せ
ら
れ
る
o

無
産
者
階
級
官
設
落
に
傾
け
る
中
層
階
級
(
却
も
小

市
民
吉
自
作
農
民
)
ご
に
劃
し
て
は
・
そ
れ
は
彼
等
の
生
存
の
不
安
正
、
貧
困
ご
、
歴
迫
ご
.
奴
隷
化
Z
墜
落

ざ
搾
取
ご
の
塙
加
を
意
味
す
る
。

郎
も
蕗
に
示
き
れ
る
所
は
T

W

ク
ス
主
疑
的
な
一
般
見
地
に
依
る
枇
曾
的
経
済
俊
展
の
筏
路
を
示
す
じ
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
其
一
般
原
則
が
農
業
に
も
嘗
依
ま
る
も
の
な
れ
ば
、
小
経
傍
を
以
て
す
る
自
作
農
業
は
漸
次

Pcotokoll des Erfu1"ter Parteitagcs， Berlin 1891・23) 
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表
己
に
蹄
し
て
農
民
は
土
地
所
有
を
失
ひ
、
段
々
に
無
魔
者
化
し
て

L
ま
う
。
そ

L
て
大
地
主
が
段
冷
に
土
地
を

兼
併
し
て
経
済
畿
艇
に
仲
ふ
利
盆
は
唱
』
れ
を
吸
謹
し
て

L
ま
う
己
い
ふ
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
そ
の
示
す
所
は
従
来

図
際
労
働
協
曾
其
他
に
於
け
る
T

U

F

キ

V

1

ト
に
依
て
設
か
れ
た
る
所
ご
共
根
本
に
於

τ異
る
所
な
〈
、
依
然

t

し
て
共
同
泊
地
が
持
紛
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
o

廷
に
其
一
市
す
所
に
よ
れ
ば

生
産
用
具
の
忍
有
制
は
以
前
は
生
産
者
仁
其
生
産
物
に
劃
す
る
所
有
を
保
障
す
る
手
段
で
あ
っ
た
が
、
今
や
白

作
農
民
、
手
工
業
者
及
小
商
人
を
彼
奪

L
、
そ
し
て
非
妙
働
者
(
資
本
主
や
大
地
主
)
に
勢
働
者
の
生
産
物
の
は
刑

有
を
得
せ
し
め
る
手
段
吉
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
い
生
産
用
具
(
土
地
、
鎖
山
、
原
料
、
探
具
・
機
械
・
交
通

設
備
)
を
ば
枇
舎
的
所
有
に
移
す
こ
正
、
、
商
品
生
産
を
枇
曾
主
義
的
に
し
て
枇
曾
の
震
に
枇
曾
に
依
て
鱗
替

せ
ら
れ
る
生
産
に
移
す
こ
ご
、
が
戎
の
殺
巣
を
節
し
得
る
。
却
も
大
粧
品
百
ご
そ
し

τ枇
曾
的
帥
労
働
の
常
に
増
加

す
る
牧
盆
能
カ
ピ
が
、
従
来
搾
取
せ
ら
れ
た
る
階
部
叫
に
劃
し
て
貧
窮
ご
抑
歴
ご
の
源
た
b
し
も
の
か
ら
援
じ
て

最
高
の
本
編
正
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
捗
る
調
和
ゐ
る
完
成
芭
の
源
仁
化
す
る
ご
い
よ
結
果
を
蹄
す
こ
ご
に
な
る
の

で
ゐ
る
。

蕊
に
一
不
す
所
に
つ
い
て
見
る
も
、
其
言
ふ
所
は
や
は
'
り
あ
ら
ゆ
る
生
産
用
具
の
枇
曾
有
化
ご
い
ふ
こ
Z
で
あ
っ

て
、
之
を
農
業
に
闘
し
て
い
へ
ば
主
ご
し
て
土
地
の
私
有
制
を
腐
し
て
こ
れ
を
枇
曾
有
ピ
錦
す
こ
ご
仁
存
す
る
。

従
て
此
鮎
に
於
て
も
エ
片
プ
山
F

L
・
大
曾
の
一
不
す
所
は
、
従
来
栂
々
の
機
曾
に
訟
に
吉
れ
た
る
所
古
殆
ん
戸
」
多
〈
国
費

歯

叢

t 

批
官
擦
の
農
民
盤
持
運
動

第
二
十
六
容

九
七

責主

観

， ，-・.'." 



古市

議

第
二
十
六
巻

七
回

九
J、

舵
合
識
の
鹿
島
誕
得
誕
勤

鍋

鶴

る
所
は
な
い
。

要
す
る
に
エ
ル
7

w

ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
依
る
農
政
見
地
は
従
前
に
比
し
て
殆
ん
ど
何
等
の
準
歩
を
一
市
し

τは

た
hv
従
来
よ

b
も
一
屠
明
確
に
又
一
般
論
的
に
マ

W

グ
ー
主
義
的
見
地
が
↓
公
に
さ
れ
、
農
政
問
題
も

居
な
い
が
、

他

ω論
産
業
方
珂
の
も
の
ご
一
束
に
し
て
一
刀
の
下
に
裁
断
さ
れ
た
削
酬
が
ゐ
る
。
但
し
農
業
政
治
の
計
査
・
じ
し
て

は
従
来
展

'Z2口
は
れ
た
る
生
産
組
合
の
・
}
ご
は
来
て
、
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
o

嘗
附
獅
趨
枇
曾
識

ω人
々
は
右
に
遁
ぺ
る
や
う
な
枇
曾
的
進
化
は
政
治
的
闘
争
的
形
に
於
て
貸
現
す
る
も
の
さ

思
っ
て
居
た
の
だ
が
、
其
の
政
治
的
闘
争
に
於
て
は
農
民
り
俊
助
を
得
る
ニ
ご
を
希
ふ
者
な
く
、
品
脱
線
の
不
足
な

叉
武
装
の
惑
い
γ

農
民
群
衆
は
勢
働
者
軍

ω列
中
に
た
い
V

不
安
定
を
寄
興
す
る
に
過
ぎ
な
い
ー
も
の
芭
見
て
居
た
や
'
フ

で
あ
る
。

エ
U
F

フ
U
F

ト
大
曾
の
際
に
は
.
同
年
の
夏
フ
ア
ル
ヅ
の
枇
曾
民
主
黛
が
そ
の
第
二
回
の
地
方
的
決
曾
を
催
し
た

時
の
希
同
主
に
基
き
殺
物
貰
買
を
国
管
己
す
べ
き
ゃ
う
帝
岡
議
曾
に
提
案
す
べ
し
ご
い
ふ
議
案
を
出
し
た
凶
こ
の
提

案
は
勿
論
多
数

ω容
る
、
所
ご
な
ら
守
、
ぞ
れ
は
国
家
枇
曾
主
義
的
に
ご
せ
ら
れ
た
。
若
し
岡
家
ご
い
ふ
意
味
を

枇
曾
的
共
同
附
瞳
ご
い
ふ
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
枇
曾
主
義
は
岡
管
を
行
ふ
も

ω
ご
い
っ
て
よ
い
が
、
帝
政
的

な
嘗
時

ω国
家
全
其
僅
に
岡
家
吉
見
て
、

そ
れ
が
あ
る
業
務
の
経
告
を
す
る
の
を
園
傍
ご
い
ふ
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
大
曾
枇
が
事
業
経
幡
宮
を
す
る

ω
Z本
質
に
於

τ異
る
所
が
な
い
o

斯
か
る
意
味
の
岡
管
に
は
枇
曾
民

~---J 
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主
黛
は
反
封

r
t考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
兎
に
角
さ
し
て
且
戸

7

F

ト
大
曾
以
後
は
絢
辺
り
融
合
民
主
識
は
明
白
に
融
労
働
者
の
政
黛
正
し
て
の
色

同
瀞
を
畿
揮
す
る
に
至
っ
た
。
然
か
も
そ
れ
は
た
hv

仁
一
郎
分
の
勢
働
者
り
み
の
政
識
で
は
な
〈

τ、
総
一
べ
て
働
〈

且
炉
フ

者
の
全
般
的
な
結
合
健
三
な
る
こ
己
を
欲
し
た

ω
で
ゐ
ゐ
リ
然
る
に
誌
に
大
い
な
る
妨
に
な
る
こ
ご
は
、

戸
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
て
し
て
は
其
峰
で
は
ど
う
し
て
も
自
立
農
民
の
心
を
捕
へ
る
こ

Z
が
山
市
市
な
か
っ
た
e

』

と
で
あ
る
o

農
民
正

ν
へ
ど
も
無
産
者

ω如
く
考
へ
無
産
者
ら
し
い
心
情
に
苫
へ
な
れ
ば
、
枇
曾
民
主
議
員
ご
し

τの
立
一
淑
な
資
格
を
得
る
わ
り
に
が
、
其
れ
が
ご
て
も
六
ゲ
敷
い
こ
苫
で
ゐ
っ
た
o

農
民
の
境
過
は
工
業
努
働
者

に
比
し
て
決
し
て
良
〈
は
な

ν
に
拘
ら
宇
も
否
貨
際
に
於
て
は
却
つ

τ劣
っ
て
居
る
や
う
な
有
機
な
る
に
拘
ら

す
‘
共
心
山
肌
仁
歪
つ
て
は
自
ら
賃
金
融
労
働
者
吉
岡
列
の
者
ピ
考
へ
る
を
潔
し
ご
し
な
い
で
、

一
段
優
れ
た
も
の
で

あ
る
ぜ
思
ふ
姐
』
ピ
を
奈
何
正
も
す
べ
か
ら
"
さ
る
街
徒
で
あ
っ
た
。

カ
ク
ッ
キ
ー
は
一
人
九
一
年
の
エ
戸
フ
W

ト
協
議
品
目
後
に
開
忌
再
耳
目
UE四
月
山
田
自
を
刊
行
し
た
が
、
其
中
に
於

て
彼
は
自
作
農
民
は
其
の
所
有
地
を
被
布
せ
ら
る
べ
き
も
り
で
な
い
旨
を
説
い
て
居
る
o
な
珍
被
奪
せ
ら
れ
な
V

か
ご
い
へ
ば
、
枇
曾
主
義
の
傾
向
は
勢
働
者
を
し
て
共
必
要
ご
す
る
生
産
用
具

ω所
有
を
得
せ
し
む
る
こ
ご
に
在

る
の
だ
か
ら
、
従
来

ω所
有
を
一
度
取
り
上
げ
て
又
一
品
び
新
た
に
奥
へ
る
の
は
、
無
意
義
な
手
数
に
外
な
ら
前
向
か

ら
で
ゐ
る
o

け
れ
ど
も
カ

P
グ
キ
ー
は
決
し
て
小
自
作
経
営
が
従
来
の
や
う
な
遣
方
で
集
え
て
行
〈
も
の
正
は
信

話E

載

融
合
唱
品
白
農
民
技
枠
迦
勘

第
二
十
六
巻

第

続

丸
九

七
E

.' ~_. -.... " 



論

捜

枇
合
講
申
農
民
獲
得
運
動

七
六

第
二
十
六
砦

第

続

=一0
0

じ
て
居
な
い
。
彼
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
手
工
業
者
や
自
作
農
民
を
ば
生
産
者
ご
し
て
其
の
時
代
後
れ
な
経
緯
宮
方

法
を
維
持
す
る
紋
態
に
於
て
助
け

τ行
〈
さ
い
ふ
こ
己
は
、
経
済
進
化

ω筏
路
に
撞
着
す
る
も
の
で
質
行
不
可
能

の
こ
芭
で
ゐ
品
。
そ
し

τ叉
手
工
業
者
や
自
作
農
民
に
封

L
て
彼
等
の
小
経
笹
が
其
生
命
を
維
持
し
得
ぺ
ぎ
ゃ
う

な
施
設
を
潟
す
見
込
ゐ

h
t
思
は

L
め
る
こ
E
は
、
決
し
て
彼
等

ω利
盆
を
了
解
す
る
所
以
で
な
い
。
き
う
で
は

な
(
て
却
っ
て
彼
等
に
剃
底
資
現
す
る
-
』
ご
の
出
来
な
い
幻
想
な
懐
か
し
め
、
彼
等
の
利
盆
を
最
も
よ
(
代
表
す

ぺ
き
正
嘗
の
道
筋
か
ら
邪
道
に
誘
ふ
こ
ご
に
な
る
正
遁
べ
て
居
る
。

斯
か
る
7
w
F

ク
三
土
義
的
な
見
地
仁
川
到
L
て
は
、
併
し
乍
ら
、
耽
曾
民
主
黛
全
部
の
人
々
が
残
h
な
(
賛
成
L

た
わ
け
で
は
無
か
っ
た
。

一
部
の
人
々
は
随
分
反
掛
意
見
を
抱
い
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
就
中
バ
イ
且
W

V

の
議

曾
に
於
け
る
枇
曾
民
主
黛
所
踊
者
の
聞
に
は
、
自
作
農
民
を

Lτ
其
の
埼
過
を
何
程
か
で
も
堪
え
易
い
も
の
た
ら

L
め
、
彼
等
の
大
多
数
が
無
産
階
級
に
落
も
行
か
ん
正
す
る
危
険
を
ば
出
来
る
こ
芭
な
ら
弛
れ
宮
し
て
や
h
た
い

も
の

r、
其
錫
に
は
能
ム
限
h
の
こ

t
eど
し
て
行
き
た
い
ご
い
ふ
希
望
が
越
ぺ
ら
れ
た
岬

五

農
政
問
題
の
最
高
潮
期

上
に
述
べ
た
所
に
依
て
明
か
な
や
う
に
、

一
人
九

O
年
古
い
よ
年
は
、
濁
逸
枇
合
黛
の
制
割
農
民
運
動
史
上
に
於

て
は
一
新
時
期
を
劃
す
る
年
で
あ
っ
た
。
剖
も
此
時
期
に
於
て
一
段
の
活
気
を
以
て
農
村
仁
謝
す
る
枇
曾
主
義
運

"Die Sozialdemokratie im bayerischen Landtag 1891-1899." Nurnberg 
1899. S. 50 (zit. uurch Cohnst凡.ed，s. S. 15J) 
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動
は
行
は
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
其
後
に
於
け
る
蓮
勘
の
成
績
は

Z
か
〈
思
ふ
ゃ
う
に
ゆ
か
な

い
で
、
究
に
キ
ヨ

U
F
Y

に
閲
か
れ
た
枇
曾
民
主
黛
舎
議
ゆ
際
に
は
、
頓
み
に
意
気
紛
沈
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
居

た
o

そ
[
て
人
々
は
農
民
獲
得
蓮
勘
を
幾
ら
や
っ
て
み
た
所
で
、
所
詮
徒
労
仁
終
る
外
は
な
い
ご

L
て
硝
E
匙
を

な
げ
た
る
形
で
ゐ
っ
た
。

一
八
九
四
年
に
閲
か
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
W

ト

ω曾
合
に
於
て
は
、
農
業
問
題
ご
批
曾
民
主
ht議
Z
が
議
題
己
な

h
シ

E
1
V
ラ
y
h
p

。
向
。
認
さ
ロ
〈
O
H
一
自
民
ご
が
報
告
の
役
を
つ

回
、
，
回
吋
ロ
ロ
o
m
n
r印口一
B
r
t
プ
オ
ル
マ

1
F

ピ
め
た
。
共
報
告
に
於
て

V
Z
1
ン
ラ
y

ク
は
陳
ぺ
て
U

ふ
ゃ
う
、

小
農
民
を
獲
得
す
る
こ
ご
が
由
来
な
い
ご
い

よ
り
は
正
し
か
ら
さ
る
結
論
で
め
る
o

人
々
は
、
小
農
民
が
小
所
有
地
を
所
有
す
る
限
b
は
た
ご
へ
そ
れ
が
形
ば

か
h
の
所
有
で
ゐ
る
に
し

τも
吾
々
批
曾
諜
に
は
獲
得
し
難
い
し
ろ
も
の
に
ど
謂
ふ
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
う
は
思

は
な
い
o

自
作
農
艮

ω多
数
は
た
い
面
を
被
っ
た
無
産
農
業
労
働
者
に
過
ぎ
な
い
。
彼
等
は
資
本
吉
高
利
貸
正
大

農
業
経
済
正
に
依
っ

τ阪
に
絞
め
上
げ
ら
れ
て
居
て
、
吾
々

ω手
に
入
れ
る
こ
ご
の
出
来
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ

τ居
る
。
彼
等
は
恰
も
五
回
-q
が
小
商
人
を
手
に
入
れ
る
こ
正
の
出
来
た
や
う
に
手
に
入
れ
得
ぺ
き
も
の
で
あ
る

ご
遁
べ
た
。
そ
し
て
又
い
ふ
ゃ
う
、
若
L
吾
eq
が
農
民
獲
得
山
道
に
於
て
た
い
Y

彼
等
を
中
立
せ
し
め
得
た
に
過
ぎ

な
い
に
し
た
所
で
、
そ
れ
で
十
分
或
事
を
錯
し
得
た
ご
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

き
れ
ば
脊
々
は
一
の
農
政
プ
ロ
〆
ラ
ム

を
必
要
ご
す
る
の
で
あ
っ
て
、
通
俗
化
苫
れ
た
エ
戸
フ
戸
ト
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
補
充

L
蹄
張
せ
む
ば
な
ら
同
ご
主

i面

草壁

枇
品
官
常
心
農
品
挫
得
辺
助

部
二
十
大
巻

C 

主事

韓

七
七

'ー'"'.. . ;. 



社
合
認
の
農
民
控
得
運
動

第
二
十
式
典
骨

叢

t再

現

張
L 
t~ 
CO) 諭

。

七
J、

プ
オ

F
7
1
庁
も
大
館
岡
殺
な
意
見
を
陳
べ
た

ωに
が
、
彼
は
先
つ
刑
曾
民
主
識
的
従
来
の
農
業
政
策
に
つ
い

て
概
評
eg
試
み
た
。
彼
の
観
る
所
に
よ
れ
ば
従
来
枇
曾
民
主
謀
は
、
白
作
農
民
じ
掛
し
て
は
彼
等
が
避
〈
イ
か
ら

古
る
拘
低
落
的
運
命
に
在
る
を
認
識
せ
し
め
、

h
仏

V

枇
曾
主
義

ω質
現
せ
る
彼
岸
に
於
て
の
み
紋
態

ω改
善
せ
ら
る

ペ
き
泌
を
山
県
へ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
農
民
が
満
足
し
な
い
の
は
明
か
な
句
、
ピ
で
ゐ
る
。

ア
オ

W
7
1
w
は
農
業
仁
於
り
る
質
際

ω紋
況
に
つ
い
て
も
、
質
放
が
従
前
枇
品
目
民
主
識
の
こ
れ
を
預
言
し
た

や
う
に
は
俊
民
し
な
か
っ
た
ζ

ご
を
認
め
た
。
即
も
小
農
業
は
大
農
業

ω斜
め
じ
急
速
に
併
呑
さ
れ
て

L
ま
う
ぺ

し
Z
の
預
言
も
、
資
際
は
そ
の
通
h
仁
は
進
ま
な
か
っ
た
し
、
叉
大
き
な
機
M

酬
の
使
用
ご
い
ふ
事
司
貨
も
殖
へ
た
仁

は
殖
へ
た
け
れ
ど
、
決
定
的
な
革
命
的
な
結
則
市
を
針
す
ほ
ど
の
こ
ご
で
は
な
か
っ
た
。
現
時
の
農
業
経
携
に
在
つ

τは
、
大
農
業
は
小
農
業
に
劃
し
て
従
来
枇
曾
議

ω人
身
が
之
を
信

ιた
ほ
ど
卓
越
し
て
は
居
な
い
・
」
ご
が
、
一
帯

質
上
段
々
明
か
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
穀
作
に
於
て
も
さ
う
で
あ
る
が
、
牧
畜
に
於

τも
同
総
で

あ
b
、
呆
樹
や
野
菜
類
の
栽
培
に
於

τ
u特
仁
古
う
で
あ
る
。
要
す
る
農
業
方
面
に
在
つ
て
は
、
工
業
に
於
け
る

ゃ
う
に
中
又
は
小
規
模
の
事
業
が
大
規
模
事
業
の
た
め
に
・
陸
倒
せ
ら
れ
る
勢
は
著
明
で
な
く
、
寧
ろ
夫
等
は
外
部

か
ら
な
る
貨
幣
資
本
の
座
越
を
威
す
る
所

ω方
が
多
大
で
あ
る
。
従
て
農
業
政
策
論
者
の
多
〈
は
・
大
規
模
農
業

は
た
い
粗
放
的
な
る
経
倍
に
於
て
の
み
卓
越
し
た
も

ωで
あ
り
、
然
か
も
経
梼
上

ω後
四
艇
は
漸
次
集
約
経
経
由
に
向

Cohnstaed， S. 158百.26) 
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ふ
も
の
な
る
が
潟
め
仁
.
終
盤
百
は
却
っ
て
段
々
小
規
模
に
向
ふ
傾
ゐ
る
も
の
Z
結
論
す
る
次
第
で
ゐ
る
。
そ
ん
な

事
情
な
る
が
柏
崎
に
、
中
及
小
綴
替
や
嫡
立
な
る
自
作
農
や
は
多
〈
の
地
方
に
於
て
は
段
々
紋
態
り
切
迫
を
戚
に
一

τ

居
b
、
若
し
岡
家

ω保
護
り
来
っ
て
こ
れ
を
救
ふ
こ
正
な
〈
ば
賂
来
的
低
落
を
免
れ
難
い
石
川
慌
に
あ
る
こ
ご
が
、
疑

ふ
〈
hr
ら
5
る
等
質
な
る
が
如
〈
、
同
様
に
叉
其
等
が
現
在
に
於

τは
存
在
し
て
居
ム
リ
、
叉
近
き
滞
米
じ
於
て
も

存
続
し
得
ぺ
き
可
能
性
を
有
っ
て
居
る
こ
正
一
也
事
買
で
あ
る
o

き
れ
ば
枇
曾
民
主
嬢
ご
し
て
は
、
差
賞
b
ど
う
し

て
も
此
等
の
自
作
農
民
の
ニ
ご
を
者
へ
て
其
獲
得
の
惜
喝
を
構
啓
な
け
れ
ば
な
ら
凪
正
述
べ
た
o

そ
Lτ
崩
曾
民
主

熊
ご

Lτ
は
自
作
農
民
の
保
護
を
行
は
な
り
れ
ば
な
ら
尚
己
主
張
し
た
の
で
あ
る
叫

こ

ω
v
z
・l
y
ラ
シ
ク
ピ
プ
オ
戸
マ

1
ぞ
己
の
報
告
に
基
き
、
大
曾

ω決
議
は
刷
局
さ
れ
た
が
、
其
決
議
に
於

τ

は
.
刑
曾
民
主
黛
正
し
て
最
も
熱
心
に
農
政
問
題

ω匁
に
識
カ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
認
め
ら
れ
、
北
お
前

提
僚
件
ご
し
て
は
先
づ
農
村
的
資
際
放
態
に
つ
い
て
立
入
つ

τ智
識
を
符
る
の
要
ゐ

b
z
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
農

業
問
題
は
、
枇
曾
問
題
中
の
重
要
問
題
ご
し
て
、

た
uv
土
地
が
他
の
生
産
用
具
ピ
共
に
、
生
産
者
郎
も
現
今
資
本

に
奉
仕
し
て
土
地
を
耕
し
っ
、
、
あ
る
所
の
賃
備
拙
労
働
者
及
小
農
民
等
に
返

L
奥
へ
ら
れ
る
こ
正
に
依
て
の
み
終
局

的
に
解
決
さ
れ
得
る

ωで
ゐ
る
。
り
れ
ど
も
差
嘗
つ
て
の
こ
ピ
〉
し
で
は
先
づ
農
民
ピ
農
業
労
働
者
正
の
陥
っ
て

ーザ←-一一一一一一一一千

居
る
困
難
な
る
境
涯
を
改
良
的
な
方
法
に
依
つ

τ緩
和
せ
な
り
れ
は
な
ら
前
向
。
従
て
枇
曾
民
主
謀
ご

L
て
の
官
一
向

の
任
務
は
特
別
な
る
農
業
政
策
上

ω
プ
ロ
グ
一
フ
ム
を
作
製
す
る
に
在
h
ご
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
其
の
農
民
保
護
政

量正

停
二
十
古
巷

論

位
台
棋
の
農
民
獲
得
運
動

O 

節

擁

七
JL 
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論

批
官
捕
の
農
民
獲
得
運
動

λ 
O 

第

現

第
二
十
六
巻

議

三

O
四

策
正
し
て
は
農
村
崎
労
働
者
の
結
枇
植
を
確
定
し
工
業
労
働
者
吉
岡
地
位
に
立
た
し
む
る
こ
ご
、
、
努
働
者
保
護
法

を
制
定
し
、
努
働
時
間
、
努
働
傑
件
、
抽
労
働
盤
管
官
等
の
規
定
を
設
げ
て
、
無
制
限
な

ι搾
取
か
ら
保
護
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
ご
せ
ら
れ
た
。

ニ
の
決
議
に
於
て
、
農
民
保
護
に
関
す
る
政
策
の
必
要
が
磁
め
ら
れ
、
農
村
問
題
の
根
本
的
解
決
は
、
土
地
共

他
の
生
産
用
具
を
農
業
-MH
際
の
労
働
に
従
事
す
る
人
々
の
所
有
に
返
す
こ
己
に
在
h
ご
し
て
も
、
静
岡
面

ω緩
和
策

ご
し

τは
.
農
業
勢
働
者
保
護
立
法
を
行
ひ
又
英
他
の
方
法
を
詩
じ

τ所
調
改
良
主
義
的
な
る
立
場
に
在
る
政
策

な
る
も
の
を
も
行
ふ
必
要
ゐ

h
正
せ
ら
れ
た
こ
正
は
、
ま
こ
正
に
注
意
に
値
す
る
所
た
ら
5
る
を
得
な
い
。
従
来

マ
ル
ク
見
主
義
ゆ
毘
地
に
立
っ
て
、

つ
ご
時
て
徹
底
的
に
も
の
を
削
叫
ん
ご
欲
し
根
本
解
決
の
-
』
古
を
の
み
言
ム
に

慣
れ
わ
ι

る
獅
逃
の
枇
曾
民
主
窯
が
、
斯
か
る
や
、
妥
協
的
な
る
態
度
仁
出
づ
る
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
由
来
一
肱
曾
圭

義
や
共
産
主
義

ω立
場
に
在
る
政
蕪
が
質
地
的
な
る
政
機
に
接
近
す
る
に
つ
れ

τ、
い
つ
も
生
中
る
現
象
で
は
ゐ

る
が
、
ま
た
以
て
農
民
を
獲
得
せ
む
が
匁
に
は
、

た
h
y

経
済
俊
民
的
必
然
的
な
る
径
路
を
述
べ
て
小
農
民
抑
低
落
ゆ

不
可
避
的
な
る
延
命
を
告
げ
る

rげ
で
は
所
詮
其
目
的
を
建

L
難
〈
、
又
土
地
図
有
ご
い
ふ
や
う
な
根
本
的
解
決

案
を
の
み
示
し

τ、
農
民
困
窮
ご
い
ふ
嘗
而
の
胡
質
を
冷
眼
酬
し

τ其
運
命
の
骨
同
然
な
る
こ
子
伊
』
説
き
聞
か
す
に

け
で
は
、
到
底
農
民
の
心
セ
獲
る
こ
さ
の
由
来
な
い
賀
状

ω凱
取
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
を
察
す
る
に
足
る
失
策

で
あ
る
。
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然
し
こ
の
決
議
に
劃
し

τ
は
大
曾
出
席
の
代
表
者
中
に
も
随
分
反
調
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

か
、
る
決
議

は
枇
曾
民
主
黛
在
来
の
立
場
に
反
吉
、
階
級
戦
守
の
鉾
先
を
鈍
ら
す
も
の
で
あ
る
ご
論
難
し
た
。
賞
時
祉
品
目
民
主

黛
の
事
質
上
の
指
一
導
者
で
あ
っ
た
所
の
4

1

4

W

も
亦
ニ
の
決
議
に
謝
し
て
は
甚
だ
快
か
ら
宇
思
っ
て
居
た
の
で

ゐ
っ
て
、
彼
は
其
賞
時
枇
曾
民
主
黛
の
立
場
に
大
い
仁
水
を
う
め
る
傾
向
仁
な
っ
て
来
た
こ
ピ
を
歎
い

τ居
た
。

彼
は
賞
時
枇
合
民
主
黛
は
其
議
員
の
数
こ
そ
大
い
に
増
加
し
量
的
に
は
大
量
〈
な
っ
た
が
・
質
的
に
は
決
し
て
善

〈
な
h
つ
、
は
無
い
。
識
さ
し
て
は
段
々
日
和
鬼
主
義
に
傾
き
従
て
階
級
戦
争
の
品
摘
が
苛
め
て
市
民
的
な
改
良
主

義
の
見
地
に
地
歩
を
譲
る
嫌
ゐ
h
t
し
て
大
い
に
時
放
を
憤
慨
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
大
勢
は
彼
の
カ
を
以
て
す

る
も
如
何
ご
も
す
べ
か
ら
歩
、
上
の
決
議
は
多
数
に
依
っ
て
行
は
れ
、
叉
農
政
特
別
委
員
合
が
組
成
せ
ら
れ
る
こ

t
に
な
っ
た
。

惟
ム
に
こ
の
一
八
九
四
、
五
年
の
頃
は
濁
越
の
枇
曾
主
義
者
の
聞
に
於
て
は
、
最
も
盛
に
農
政
に
関
す
る
問
題

の
論
議
せ
ら
れ
た
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
争
は
枇
曾
民
主
常
的
機
闘
紙
上
に
火
花
を
散
ら
し
て
戦
は
苫
れ
た

の
で
ゐ
る
が
、

就
中
代
表
的
な
闘
士
ご
し
て
特
筆
に
値
す
る
も
の
は
、

一
方
に
於
て
は
F
グ
4
ッ
ド

U
F
何
百
件

ロ
E目
白
で
あ
h
、
他
方
に
於
て
は
カ
ク
ヅ
キ

1
同
日
=
ハ
E
z
r可
で
ゐ
っ
た
o

グ
ゲ
イ
ツ
ド
は
農
業
に
閲
す
る
貫

際
的
な
る
技
術
古
経
替
上
の
智
識
が
ら
し
て
、
農
業
が
工
業
t
は
臭
っ
た
大
い
な
る
特
性
を
有
す
る
ニ
古
を
理
由

ピ
し
て
、
工
業
を
本
位
さ
し
て
立
て
ら
れ
た
る
マ
戸

P
ス
主
義

ω
一
般
論
的
な
経
済
進
化
の
理
法
に
依
る
後
展

ω

論

議

八

枇
曾
骨
品
目
躍
民
獲
得
運
動

修
二
十
穴
轡

一一
一
O
E

部

郵

・.・.，



論

叢

第
二
十
六
魯

A 

批
曾
骨
冊
。
良
民
獲
得
運
動

。六

革
一
一
一
盟

径
路
は
、
そ
川
り
ま
、
に
は
農
業
に
は
常
彼
・
り
難
き
を
述
べ
、
農
業
に
在
つ
て
は
小
規
模
経
替
が
大
経
営
に
調
し

τ

中
-q
封
抗
力
を
有
し
て
居
b
、
従
て
生
存
能
力
を
備
へ
て
居
る
こ

Z
を
力
説
し
た
。
郎
ち
彼
は
農
業
に
閲
し
て
は

却

千
戸
ク
λ

主
義

ω所
設
に
修
正
を
要
す
る
多

f
の
も
の
ゐ
る
を
主
張
し
た
の
で
ゐ
る
o

之
に
反
L
て
カ
ク
ッ
キ
ー
は
、
前
に
も
，
h

れ
を
示
し
た
や
う
に
、
飽
山
地
?

b

F

P

不
正
義
の
陣
地
に
在
っ
て
、
男

敢
に
之
を
守
護
し
っ
、
、

ダ
グ
イ
ッ
ド
其
他
の
論
陣
に
謝

L
τ
砲
弾
や
銃
弾
を
法
る
こ
Z
に
怠
ら
な
か
っ
た
。
併

し
其

ω論
戦
の
内
容
に
つ
い
て
蕊
に
詳
論
す
る
必
要
は
な
い
で
ゐ
ら
う
。

7

b

F

F

A

主
義
者
の
立
場
吉
見
地
芭
は

上
に
色
々
叡
べ
た
所
に
よ
っ
て
大
抵
明
か
に
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
ω

ー品.，、

農
政
委
員
曾
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
論
戦

品
設
に
ア
ラ

y
ク
y
ル
ト
大
曾
め
析
選
ば
れ
た
農
政
問
題
に
関
す
る
委
員
舎
は
北
部
濁
逸
Z
南
部
猫
泡
己
中
部
調

泡
ご
の
三
部
に
分
れ

τ各
l
其
任
務
を
設
す
に
つ
、
己
め
た
が
、
就
中
南
部
濁
逸
委
員
分
舎
は
最
も
熱
心
に
事
に
静
岡

h
d
、
庚
〈
農
業
の
寅
般
金
等
旧
制
る
匁
め
に
ア

γ
ケ

1
ト
を
行
ひ
、
其
調
査
書
類
は
タ
グ
イ
ッ
ド
の
手
に
依

τ整
理

せ
ら
れ
た
。
そ

L
て
一
八
九
五
年

ω五
月
に
は
各
分
曾
正
も
先
に
越
べ
た
A

片

7

F

ト、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補
充
正

演
張
E
の
潟
め
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

南
湖
逸
委
員
分
舎
の
提
案
は
主
ご
し
て
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
の
見
地
に
操
っ
た
も
の
で
ゐ
る
。
そ
の
主
旨
は
大
陸
衣
の

戸グイタ Y白町一設については拙稿『農業と雇士官主義J(中六時前車四六四現)中
にかな P詳!.-(越ぺて置いた。
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関

如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
、
農
業
生
産
に
劃
し
岡
家
の
進
歩
的
な
る
施
設
を
行
ふ
ニ
芭
に
よ
h
鴎
民
食
糧
の
計
壷
的
組
織
を
遺
る
こ
己

二
、
託
公
共
所
有
地
の
貰
却
を
禁
止
す
る
こ
芭

三、

E
大
所
有
地
の
牧
用
を
行
ふ
こ
ご

四
、
土
地
所
有
に
件
ふ
あ
ら
ゆ
る
特
槌
を
腐
す
る
こ
ご

五
、
土
地
信
用
及
び
全
信
用
制
度
を
岡
管

E
L利
子
の
引
下
を
行
ふ
こ
吉

六
、
国
有
農
地
を
模
範
経
畿
の
設
置
の
た
め
に
、
叉
地
方
自
治
憧
有
地
の
増
加
の
た
め
に
、
叉
貨
物
利
子
に
依

b
自
作
す
る
者
に
劃
す
る
貸
付
の
た
め
に
使
用
す
る
・
』
正

七
、
農
業
数
育
及
模
範
経
俸
の
設
備
を
完
全
に
し
叉
普
及
す
る
司
』
己

八
、
貸
付
地
の
創
設
、
土
地
改
良
、
産
業
組
合
の
建
設
等
の
た
め
に
地
方
自
治
髄
に
謝
し
闘
費
の
貸
付
を
行
ふ

ニ
芭

九
、
会
の
笹
造
物
に
於
り
る
食
栂
給
奥
に
必
要
な
る
農
産
物
を
直
接
に
生
産
者
よ
h
購
入
す
る
こ
ピ

十
、
小
作
契
約
を
ば
土
地
の
牧
盆
債
格
及
び
小
作
人
が
小
作
地
じ
劃
し

τ錦
せ
る
改
良
費
の
賠
償
額
己
に
泊
施

し
て
制
理
す
る
こ
ご

以
上

ω外
備
は
三
委
員
分
曾
の
一
致
せ
る
佳
案
ご
し
て
は
‘
農
業
保
険

ω倒
倍
、
森
林
利
用
機
及
牧
場
使
用
機

論

叢

A 

枇
骨
草
山
農
民
雄
得
運
動

節
二
十
大
容
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O
七
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論

議

枇
曾
骨
冊
目
農
民
礎
得
運
動

第
二
十
六
巻

λ 
回

三

O
A

第

挽

の
保
持
、
農
業
拙
労
働
者
保
護
、
農
業
官
署
及
農
業
曾
議
所
に
閲
す
る
件
等
が
あ
っ
た
。
然
か
も
農
業
努
働
者
の
保

議
に
閲
し
て
は
'
』
れ
を
比
較
的
大
規
模
に
行
は
れ
る
農
業
に
限
ら
ん
苦
し
た
の
で
あ
る
。

今
こ
の
雨
漏
逸
委
員
分
曾
の
提
案
を
見
れ
ば
、
共
一
不
す
所
は
大
抵
所
謂
土
地
制
度
改
良
論
者
や
農
業
政
策
論
者

や
の
要
求
す
る
所
」

b
多
〈
以
上
に
は
出
で
な
い
も
の
ご
視
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
〈
て
ニ
れ
を
採
用
す
品
限
り
凋

逸
の
枇
曾
民
主
識
は
7

F

ク
三
土
義

ω立
場
か
ら
下
り
て
改
良
主
義
の
立
場
に
立
っ
こ
E
に
な
る
も
の
ご
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
有
様
で
ゐ
っ
た
。

然
る
に
比
の
品
川
曾

ω提
案
は
他
の
二
分
曾
の
提
案
言
共
に
然
る
ぺ
く
組
合
ー
は
さ
れ
て
獅
逸
枇
曾
民
主
濃
の
農
政

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
し
て
の
会
委
員
曾
の
提
案
を
作
り
上
や
る
に
至
っ
た
。
そ

L
て
そ
れ
に
依
つ

τ
エ
戸
ア
戸
ト
、
ア.

ロ
グ
ラ
ム
の
補
充
己
暗
闇
張
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
で
は
枇
曾
民
主
黛
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
し
て
は
如
何

に
も
妥
協
に
堕
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
枇
曾
民
主
識
は
枇
曾
黛
か
ら
化
し
て
農
民
議
正
な
る
叫
闘
を
も
免
れ
難
い
や

う
な
有
様
化
っ
た
か
ら
、
異
質
の
7

W

キ
V
λ

ト
を
以
て
任
A
Y
る
人
々
は
枇
曾
識
の
墓
壇
を
守
る
潟
め
に
猛
烈
に

こ
の
提
案
に
反
劃
す
る
所
が
ゐ
っ
た
。
然
る
仁
も
拘
ら
宇
農
政
委
員
曾
の
提
案
は
一
人
九
五
年
の
七
月
に
公
に
さ

れ
る
こ
正
に
な
っ
た
。

国
軍
然
こ
の
・
7

四
グ
ラ
ム
に
品
目
し

τは
方
々
炉
ら
攻
撃
の
矢
が
放
た
れ
、
一
耽
曾
黛
は
共
本
域
を
棄

τ、
し
ま
っ
た

も
の
ご
非
難
さ
れ
た
o

一
万
来
一
枇
曾
民
主
黛
は
現
存
の
国
家
を
是
認
し
な
い
立
場
に
在
る
に
拘
ら
宇
、
今
や
岡
家
の

" '・.. • J 



手
中
に
強
大
な
る
経
済
カ
を
援
ら
L
め
る
や
う
な
農
政
方
針
を
定
め
、
会
有
地
を
増
加
L
、
農
業
保
険
の
鴎
俸
を

錦

L
、
農
業
信
用
を
闘
倍
=
し
、
其
他
荷
な
の
方
面
に
於
て
岡
家
が
自
ら
責
任
を
荷
ふ
て
農
業
政
策
を
行
ム
こ
ご

に
せ
ん
ご
す
る
の
は
、
明
か
に
従
来
の
立
場
に
濁
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
の
非
難
が
、
方
々
か
ら
表
は
れ

て
来
る
こ
Z
に
な
っ
た
。
叉
従
来
枇
曾
民
主
黛
は
自
作
農
業
の
や
う
な
小
農
業
は
経
掛
進
化
の
理
法
上
賞
品
掠
に
大

農
業
の
鎗
め
に
慶
倒
さ
れ
て
、
業
波
落
は
必
然
的
で
不
可
避
な
も
の
£
見
て
居
た
の
に
、
今
や
却
っ
て
夫
等
の
自

作
農
民
を
保
護
す
ぺ

L
Z錦
L
、
そ
れ
等
及
ぴ
農
業
献
労
働
者
に
岡
有
地
の
貸
付
を
錦

Lτ
、
自
作
を
行
は
し
め
ん

E
す
る
は
、
従
来
の
主
践
を
裏
切
る
も
の
ご
調
は
ね
ば
な
ら
m
H
Z
の
攻
撃
も
盛
仁
縛
さ
れ

τ来
た
の
で
ゐ
る
。

殊
に
此
等
多
く
の
非
難
攻
撃
は
枇
曾
主
義
者
の
諸
所
の
陣
俸
の
中
か
ら
響
き
渡
っ
て
来
る
有
様
で
あ
っ
た
。
ま

-
』
正
に
峰
の
同
県
を
壌
は
し
た
や
う
な
有
嫌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

盛
な
る
非
難
攻
撃
の
中
に
採
み
に
も
ま
れ
た
委
員
曾
の
提
案
は
、
愈
-
一
八
九
五
年
十
月
五
日
の
プ

V
T
7
p

大
品
目
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
運
命
Z
な
っ
た
が
、
其
所
に
表
は
れ
た
も
の
は
、
よ
ほ
ど
形
の
麓
っ
た
も
の
芭
な

っ
て
居
花
。
郎
も
論
議
の
焦
鮎
芭
な
っ
た
所
の
・
農
政
に
の
み
関
係
し
た
部
分
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
削
ら
れ

て
、
別
に
濁
立
し
た
決
議
案
ご
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
其
の
決
議
案
は
、
農
業
上
の
利
盆
を
進
め
叉
農

業
融
労
働
者
己
小
自
作
農
ご
の
地
伎
を
向
上
せ
し
む
る
た
め
に
、
枇
曾
民
主
黛
大
曾
は
、
宣
傭
運
動
ご
一
公
共
圃
健

ω

活
動
ピ
の
斜
め
に
供
す
る
や
う
左
記
諸
要
求
を
窯
員
諸
君
に
推
奨
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
い
ふ
意
味
の
前
書
を
件
つ

諭

O 
JL 

λ 
五

健

第
ニ
七
六
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諭

議

入
六

一
位
台
講
申
農
民
感
得
週
勤

館
二
十
六
巻

三
一

O

第

鶴

て
表
は
れ
た
。
そ
し
て
其
左
記
諸
要
求
ご
し
て
先
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
中
に
書
加
へ
ら
れ
て
居
た
農
政
上
の
諸
項
が

一
本
さ
れ
た
。
そ
の
諸
項
は
南
湖
、
治
委
員
分
曾
の
提
供
し
た
も
の
に
擦
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

こ
の
委
員
曾
案
じ
謝
し
て
は
大
い
な
る
反
謝
意
向
の
勤
い
て
居
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
o

特
に
カ
ク
ッ
キ
ー

一
振
の
人
や
は
絡
に
之
に
劃
し
て
別
仁
一
の
決
議
案
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
英
要
旨
は
次
の
ゃ
う
で
め
っ
た
凶

農
政
委
員
曾
か
ら
提
出
せ
ら
れ
た
る
農
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
は
排
斥
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

自
作
農
民
じ
劃
し
て
其
地
位
を
向
上
せ
し
む
る
こ
吉
、
従
て
郎
も
彼
等
の
私
有
財
産
を
安
岡
じ
す
る
こ

E
を
志

し
、
こ
れ
に
依
て
彼
等
の
所
有
構
場
唖
帽
を
鼓
吹
せ
ん
ご
し
て
居
る
。
ヲ
ぞ
れ
は
現
時
の
一
枇
曾
に
於
け
る
農
業
上
の
利

鐙
を
ば
無
産
者
の
利
盆
な
り
己
競
い
て
回
出
る
が
、
併
し
農
業
上
の
利
盆
は
工
業
上
の
利
盆
ご
同
様
に
、
生
産
用
具

の
所
有
制
の
存
す
る
紋
態
の
下
に
於
て
は
、
生
産
用
具
の
所
有
者
共
却
も
無
産
者
に
岨
劃
す
る
搾
取
者
共
の
利
盆
た

る
に
外
な
ら
な
い
o

倫
叉
農
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
は
搾
取
者
た
る
現
存
の
岡
家
に
新
た
な
る
楳
カ
を
賦
奥
し
、
ぞ
れ

に
依
て
無
産
者
の
階
級
戦
争
を
困
難
な
ら
し
め
ん
Z
し
て
居
る
。
真
に
は
叉
案
は
資
本
制
的
な
る
岡
家
に
艶
し

て
、
無
産
者
が
政
植
を
獲
得
し
た
る
品
悼
の
岡
家
の
み
が
抱
{
ニ
れ
を
賀
行
し
得
る
が
如
き
請
任
務
を
謀
せ
ん
芭
し

て
居
る
。

尤
も
枇
曾
民
主
黛
大
曾
は
、
農
業
に
は
そ
れ
特
有
な
る
、
工
業
に
於
け
る
ご
は
異
れ
る
治
則
の
存
す
る
を
承
認

す
る
に
容
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
法
則
は
若
し
も
枇
曾
民
主
々
義
が
農
村
に
於
て
有
数
な
る
活
動
を
錯
古
ん

Cohnstaed. S. 221汀31) 
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が
錦
め
に
は
、
よ
〈
之
を
研
究

L
叉
曾
重
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
犬
舎
は
黛
の
理
事
滑
に
委

託
す
る
に
、
凋
逸
園
内
の
農
業
費
放
を
精
査

L
之
を
一
の
報
告
書
に
綴
る
に
遁
嘗
な
る
人
ア
伊
』
選
任
せ
ん
こ
子
伊
』

以
て
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
い
よ
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
反
劃
決
議
案
が
出
た
位
だ
っ
た
か
ら
プ
レ
旦
ラ
ク
大
曾
は
ま
こ
ご
に
賑
か
な
こ
芭
で
、
討
論
に
ば
花
が

古
い
た
。
そ
し

τ色
な
な
人
が
費
五
円
色
々
な
議
論
舎
の
べ
た
が
、
中
に
も
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
は
農
政
的
な
自
設
を
支
持

し
て
原
案

he街
b
、
特
に

4
1
4
Uげ
は
原
案
維
持
者
正
し
て
主
な
る
役
目
を
働
い
た
の
で
あ
る
。
然
し
ペ

1
ぺ
W

は
自
作
農
民
が
共
地
位
を
保
持
し
得
ぺ
き
ニ

z
h
r約
束
し
得
る
も
の
で
は
な
〈
、
そ
の
無
産
者
化
は
ニ
れ
を
阻
止

L
得
ア
き
も
の
で
な
い
ご
の
信
念
を
畿
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

併
し
プ
レ
ー
-
フ
・
7
大
曾
に
同
属
し
た
人
身
の
多
数
は
、
農
民

ω獲
得
ご
い
ふ
こ

Z
を
以
て
委
員
曾
集
の
中
心
絞

子
を
縛
す
も
の
ご
見
ん
ご
欲
し
た
の
で
あ
っ
て
、
枇
曾
民
主
識
が
た
い
V

抽
労
働
者
の
政
黛
た
る
に
止
ま
る
か
、
そ
れ

ぜ
も
進
ん
で
小
自
作
農
民
の
政
治
上
の
代
表
正
ま
で
な
る
か
古
い
ふ
こ
ご
が
、
根
本
的
な
る
大
問
題
で
ゐ
っ
た
。

此
事
に
つ
い
て
は

9
1プ
グ
ヰ
ヒ
ト
も
所
見
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
、

A
T
嘗
商
に
横
は
っ
て
居
る
問

題
は
、
決
し
て
理
論
上
の
問
題
で
は
な
く
、
貴
行
Z
政
略
言
の
問
題
で
あ
る
ご

L
た
。
そ
し
て
彼
は
何
人
も
小
経

俸
が
資
本
的
な
大
経
笹
に
劃
し
て
永
続
的
に
其
地
位
を
保
も
M
A
繁
柴
し
得
ぺ
し
ご
は
信
じ
な
い
の
H
L
t
述
べ
、
吾

hz枇
曾
黛
が
農
民
仁
劃
し
て
何
程
の
助
り
を
鴛
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
こ
れ
を
明
か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら

議

論

世
合
議
の
農
民
獲
得
運
動

第
二
十
六
巻

= 

一一

第

班

凡
七
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歯

護

枇
青
黛
白
農
民
獲
得
趨
動

第
二
十
六
巻

一一ー一

第

焼

λ 
入

泊
が
、
吾
々
は
自
作
農
民
に
謝
し
て
彼
等
が
所
有
者
ご
し
て
権
保
し
憶
は
な
い
所
の
彼
等
の
生
存
を
幾
〈
に
し
て

や
ら
う
芭
欲
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
設
い
た
。

v
z
1
Y
Rフ
Y

ク
も
亦
五
回
々
は
最
早
工
業
抽
労
働
者
の
み
の
議
採
た
る
こ
ご
は
止
め
た
の
で
あ
る
。
枇
曾
民
主
黛

は
あ
ら
ゆ
る
銀
座
調
的
被
抑
魅
者
の
鍛
振
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
階
居
め
受
難
者
の
識
械
で
め
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
案

の
反
劃
者
の
行
は
ん
Z
す
る
政
略
は
純
粋
な
る
工
業
拙
労
働
者
的
政
略
た
る
仁
外
な
ら
泊
ご
い
γ

ふ
意
味
の
意
昆
を
の

吋
た
。此

等
に
謝
し
て
は
カ
ク
ッ
キ
ー
は
飽
迄
反
謝
意
見
を
戟
は
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
農
政
綱
領
案
は
貨
に
農

民
に
岨
到
し
て
五
百
々
が
都
市
の
勢
働
者
仁
は
こ
れ
を
保
障
せ
泊
所
の
も
の
を
保
障
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

彼
等
の
経
済
上
の
存
在
の
確
立
ご
い
ふ
こ
Z
こ
れ
な

h
t
喝
破
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
若
し
吾
々
が
農
民
保
護
の

活
め
に
積
極
的
に
行
動
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
た

v国
家
枇
曾
主
義
が

残
百
れ

τあ
る
の
み
で
あ
る
。
然
か
も
農
政
委
員
曾
は
其
道
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
吾
々
は
ぞ
れ
を
批
許

せ
う
記
は
し
な
い
。
同
様
に
又
吾
々
は
そ
れ
に
服
従
す
る
を
要
し
な
い
1

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
諸
君
は
悲
共
の
提
出

し
た
決
議
案
の
方
に
賛
成
し
て
下
さ
い
Z
結
ん
だ
。

大
曾
の
出
席
者
の
多
数
は
カ
ク
ヅ
キ
ー
を
支
持
し
、
集
決
議
案
が
採
用
せ
ら
れ
て
、
委
員
曾

ωプ
ロ
グ
ラ
ム
案

は
排
尿
せ
ら
れ
る
こ
E
に
な
っ
た
。
そ
し
て
嫡
逸
の
枇
曾
民
主
黛
は
依
然
己
し
て
傍
働
者
の
政
議
ご
し
て
立
っ
て

... '. ~ 



一
行
(
・
』
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

初
て
振
り
返
っ
て
一
人
九
四
、
五
年
に
於
け
る
猫
逸
枇
曾
黛
内
に
農
政
に
閲
す
る
論
争
の
渦
の
倦
雪
上
っ
た
時

期
を
通
覧
す
る
に
、
常
に
陰
約
の
中
に
動
い
て
居
た
強
い
戚
情
は
、
吾
々
一
枇
曾
黛
た
る
も
の
は
飽
迄
無
産
者
政
治

を
賞
現
せ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
々
の
立
場
や
政
見
に
水
が
う
め
ら
れ

τは
な
ら
ぬ
。
若
じ
農
民
を
吾
々
の
陣
管

中
に
引
入
れ
る
な
ら
ば
、
吾
々
の
立
場
は
ヤ
ら
つ
い

τ来
五
口
々
の
見
地
は
傾
い
て
来
る
こ
Z
を
恐
れ
る
。
小
経
閣
官

ご
か
大
極
且
百
ご
か
い
ふ
問
題
は
吾
身
に
取
っ
て
は
寅
は
ど
う
で
も
可
い
の

r。
吾
h

司
は
健
迄
階
級
政
治
を
行
は
ね

ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
吾
々
は
飽
迄
階
級
的
政
黛
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
い
よ
戚
情
だ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

上
に
示
す
所
は
一
入
六

0
年
代
に
農
政
問
題
|
|
寧
ろ
劃
農
民
問
題
が
枇
曾
黛
内
部
に
於
て
質
際
的
な
意
義
を

有
す
る
や
う
に
な
っ
て
以
後
、
農
政
問
題
が
其
高
潮
に
迭
し
た
、

一
入
九
五
年
の
プ
v
λ

一
フ
タ
大
曾
仁
至
る
ま

で
の
問
に
於
け
る
放
況
の
大
様
で
あ
る
。
そ
し
て
舞
官
置
は
濁
逸
を
中
心
に
し
て
孤
た
の

rが
ブ
そ
れ
は
濁
逸
が
マ

w
p
z
主
義
の
本
場
で
あ
る
闘
係
か
ら
ま
こ
正
に
止
む
を
得
な
い
こ
正
で
あ
っ
た
。
そ

L
て
守

F

F

1

主
義
が
指

導
的
勢
カ
を
占
め
て
居
る
所
で
は
、
ど
の
図
で
も
こ
の
問
題
に
闘
す
る
枇
曾
濃
の
態
度
は
大
穂
同
時
切
だ
っ
た
の
で

あ
る
。そ

の
後
凋
渇
に
於
て
も
農
村
問
題
に
劃
す
る
枇
曾
民
主
績
の
態
度
に
大
し
た
鑓
化
は
な
か
っ
た
が
、
世
界
大
戦

箇

載

第
二
十
六
血
管

λ 
:1J. 
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第

腕

引
位
曾
骨
冊
目
農
民
獲
得
運
動
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枇
骨
骨
柵
白
農
民
盛
得
認
勤

第
二
十
六
巻

四

論

犠

第

視

九
O 

に
依
る
大
い
な
る
事
情
の
撹
乱
己
露
西
蛮
に
賞
現
せ
ら
れ
た
る
枇
労
働
者
Z
農
民
Z
の
共
同
運
動
じ
よ
る
革
命
の
成

就
正
は
、
少
か
ら
守
諸
国
の
枇
舎
黛
的
弱
農
民
態
度
に
綾
託
を
生
や
了
し
め
る
こ
Z
仁
な
っ
た
。
そ

L
τ
近
叫
臥
仁
於

て
は
枇
曾
痛
は
大
い
に
カ
痴
を
入
れ

τ農
民
獲
得
運
動
に
努
め
ぅ
、
め
る
こ
正
は
、
人
の
よ
〈
知
る
通
、
り
・
で
あ

る
。
そ
し
て
叉
獅
逃
の
一
枇
曾
民
主
議
は
大
戦
期
の
終
以
来
質
際
政
治
上
の
寅
雄
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

L
・
叉
英
閣

の
傍
働
禽
も
一
度
ほ
慨
に
内
閣
を
組
織
す
る
や
う
に
も
な
っ
て
、
何
れ
も
質
地
政
策
を
行
ふ
べ
き
責
任
あ
る
地
位

に
立
っ
こ
己
に
な
っ
た
も
の
ピ
か
ら
、
農
民
及
農
業
に
劃
す
る
態
度
は
よ
ほ
ど
賀
際
的
に
な
っ
て
来
た
こ
さ
は
叉

著
明
な
る
事
貨
で
あ
る
。
そ
し
て
今
や
濁
換
の
枇
品
目
民
主
黛
も
各
々
農
政
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
議
定
し
て
稲
々
の

質
地
政
策
を
掲
げ

τ居
る
し
、
英
闘
の
労
働
黛
も
亦
こ
れ
を
日
公
示
し
て
居
る
有
様
ご
な
っ
た
。
然
か
も
そ
の
農
政

綱
領
に
つ
い
て
見
れ
ば
・
、
英
闘
の
そ
れ
は
土
地
図
有
制
金
旗
印
に
は
し
て
居
る
け
れ
rに
も
、
そ
れ
で
も
農
業
用
白

作
地
の
所
有
制
を
承
認
す
る
例
外
を
認
め
て
居
る
の
み
な
ら
守
、
農
業
労
働
者
の
即
時
越
に
閲
す
る
規
定
、
ぞ
の
住

家
政
策
、
農
産
物
販
頁
組
織
改
善
方
策
、
農
業
金
融
制
度
改
善
策
、
農
業
保
険
、
農
村
教
育
等
の
こ
正
に
闘
し
て

細
か
い
賞
行
的
政
策
を
掲
げ
て
居
る
日
曾
て
湖
沼
の
枇
曾
民
主
識
が
斯
〈
の
如
き
は
農
民
黛
や
改
良
主
義
者
の
矯

政
策
が
掲
げ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

す
べ
き
こ
正
で
枇
曾
黛
の
関
知
す
る
所
で
は
な
い
ピ
し
・
之
を
錦
す
を
以
て
潔
し
ご
し
な
か
っ
た
や
う
な
賀
行
的

又
こ
れ
を
換
太
利
及
濁
逸
の
枇
曾
民
主
黛
に
つ
い
て
み
る
も
・
そ
の
農
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
英
園
券
働
窯
の
そ
れ

よ
り
も
穏
和
な
も
の
で
、
や
は
り
農
村
教
育
の
振
興
、
穀
物
専
寅
制
の
提
唱
、
産
業
組
合
の
柴
刷
、
土
地
調
格
の

拙稿『英岡勢働常由良政方針M本誌第二十三智第六観)参照32) 
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制
理
等
の
・
』

Z
に
つ
い
て
の
賞
地
方
策
が
示
き
れ
、
又
農
業
労
働
者
の
保
護
、
-
農
業
努
働
保
険
に
闘
す
る
立
法
、

家
産
制
定
、
勢
働
者
の
自
作
的
農
業
経
倍
、
地
方
自
治
惜
の
土
地
所
有
の
鋳
大
等
の
ニ
ご
が
質
行
上
の
政
策
項
目

国

吉
し
て
示
苫
れ
、
何
れ
に
つ
い
て
も
其
方
針
が
具
鵠
的
に
示
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
示
す
所
は
暑
に
プ
レ
A
-
フ
タ
大

命
闘
に
於

τ頭
か
ら
叩
き
壊
さ
れ
た
農
政
委
員
曾
の
プ
ロ
グ
-
フ
ム
よ
り
も
戒
は
一
具
に
一
一
膚
改
良
主
義
的
な
も
の
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
o

大
健
に
於
て
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
一
振
の
所
論
を
容
れ
て
其
根
祇
の
上
に
築
か
れ
た
る
も
の
さ
見
て

差
支
な
い
ー
も
の
で
め
る
o

ζ

ん
な
風
に
最
近
に
至
っ
て
枇
曾
議
の
態
度
の
襲
っ
て
来
た
こ
正
は
、

こ
の
問
題
の
研
究
者
に
取
っ
て
は
最
も

注
臼
仁
値
す
る
所
正
調
は
ね
ば
な
ら
凶
。
そ
し
て
古
い
マ
戸
ク
ス
主
義
的
な
劃
農
業
見
地
か
ら
斯
〈
の
如
き
農
業

政
策
的
見
地
に
推
移
L
て
来
る
に
つ
い
て
は
、
露
西
亜
じ
於
り
る
革
命

ω賞
品
服
が
最
も
よ
い
手
本
を
示
し
た
こ
ど

は
言
を
倹
た
。
さ
る
」
別
で
あ
る
。
露
両
亜
に
於
け
る
掛
農
業
方
針
の
幾
化
に
つ
い
て
は
私
は
度
身
本
誌
上
に
も
紹
介

し
て
置
い
た
か
ら
、
悲
に
叉
こ
れ
を
繰
返
し
説
明
す
る
必
要
は
ゐ
る
ま
い
o

品
川
ほ
プ

ρ
1
7
y
が
農
業
問
題
に
つ

い
t
錯
し
た
演
説
二
九
二
五
年
四
月
)
や
其
示
し
て
属
品
農
民
に
封
す
る

-
7
1
ぜ
な
ど
を
見
れ
民
、
露
西
亜
に
於

て
現
今
如
何
に
自
作
農
民
に
劃
し
て
其
の
経
済
的
地
位
の
濁
立
の
保
障
が
約
束
せ
ら
れ
、
彼
等
の
心
を
捕
へ
て
自

家
出
期
飽
中
の
も
の
ご
潟
吉
ん
芭
す
る
努
カ
が
、
政
権
賞
行
上
橿
要
の
地
位
に
在
る
人
々
の
聞
に
錦
古
れ
つ
、
あ
る

か
を
知
る
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
仁
枇
曾
黛
は
自
作
農
民
を
獲
得
し
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ

一一一一一一

る。
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骨
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白
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民
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運
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ニ
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第
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